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音音
のの
園園
だだ
よよ
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福福
音音
のの
園園
はは
、、
地地
域域
のの
宝宝
でで
すす  

中中
核核
地地
域域
生生
活活
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー  

ああ
いい
ネネ
ッッ
トト  

地地
域域
総総
合合
ココ
ーー
デデ
ィィ
ネネ
ーー
タタ
ーー
主主
任任  
泉泉    
一一
成成  

  

昨昨
年年
、、
福福
音音
のの
園園
をを
紹紹
介介
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。
千千
葉葉

県県
柏柏
市市
圏圏
域域
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
等等
のの
懇懇
談談
会会
でで
、、
福福
音音
のの
園園

をを
設設
計計
ささ
れれ
たた
島島
田田
様様
にに
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
のの
情情
報報
をを
いい
たた

だだ
きき
、、
すす
がが
るる
思思
いい
でで
、、
おお
電電
話話
しし
、、
見見
学学
。。
なな
んん
とと
もも
いい
ええ

ぬぬ
木木
のの
ぬぬ
くく
もも
りり
をを
感感
じじ
まま
しし
たた
。。
暖暖
かか
いい
雰雰
囲囲
気気
にに
「「
安安
心心

感感
」」
がが
ああ
りり
、、
一一
緒緒
にに
見見
学学
ささ
れれ
たた
ごご
家家
族族
かか
らら
「「
私私
がが
入入
りり

たた
いい
」」
とと
言言
わわ
れれ
たた
ほほ
どど
でで
すす
。。  

  

上上
福福
岡岡
のの
駅駅
にに
着着
くく
たた
びび
、、
二二
十十
五五
年年
ほほ
どど
前前
、、
毎毎
月月
２２
回回
、、

川川
越越
市市
諏諏
訪訪
町町
のの
社社
宅宅
にに
転転
勤勤
しし
てて
きき
たた
義義
兄兄
のの
もも
とと
をを
訪訪

れれ
てて
いい
たた
ここ
とと
をを
思思
いい
出出
しし
まま
すす
。。
ささ
くく
らら
堤堤
もも
歩歩
いい
たた
よよ
うう

にに
記記
憶憶
しし
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
誠誠
にに
縁縁
とと
はは
不不
思思
議議
なな
もも
のの
でで
すす
。。 

 

  

見見
学学
かか
らら
半半
年年
以以
上上
経経
過過
しし
まま
しし
たた
。。
入入
居居
ささ
れれ
たた
ごご
本本
人人

もも
ここ
ここ
でで
よよ
かか
っっ
たた
とと
安安
堵堵
のの
思思
いい
でで
すす
。。
一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
暮暮

らら
しし
をを
丁丁
寧寧
にに
支支
ええ
、、
「「
誰誰
もも
がが
安安
心心
しし
てて
そそ
のの
人人
らら
しし
くく
暮暮

らら
すす
」」
ここ
とと
をを
職職
員員
のの
皆皆
ささ
んん
はは
じじ
めめ
、、
地地
域域
のの
皆皆
ささ
んん
もも
参参

加加
しし
実実
行行
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
にに
敬敬
意意
をを
表表
しし
まま
すす
。。
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ

ーー
ムム
がが
ああ
るる
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
地地
域域
福福
祉祉
がが
耕耕
ささ
れれ
、、
地地
域域
がが
活活

性性
化化
しし
てて
いい
るる
。。
まま
ささ
にに
福福
音音
のの
園園
はは
、、
地地
域域
のの
宝宝
でで
すす
。。  

協協
力力
団団
体体
のの
声声  

愛愛
・・
地地
球球
博博
でで
「「
福福
音音
のの
園園
・・
川川
越越
」」
紹紹
介介  

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人  

土土
とと
風風
のの
舎舎  

副副
代代
表表
理理
事事  

渋渋
谷谷  

雅雅
史史  

  

福福
音音
のの
園園
でで
、、
月月
２２
回回
のの｢｢

癒癒
しし
のの
園園
芸芸
療療
法法｣｣

をを
実実
践践
協協
力力

しし
てて
いい
まま
すす
。。
埼埼
玉玉
県県
主主
催催
のの
「「
彩彩
のの
国国
・・
癒癒
しし
のの
園園
芸芸
活活
動動

指指
導導
者者
養養
成成
研研
修修
・・
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
養養
成成
研研
修修
」」
をを
修修
了了
しし
たた
園園

芸芸
好好
きき
がが
中中
心心
とと
なな
っっ
てて
結結
成成
しし
、、
園園
芸芸
福福
祉祉
活活
動動
をを
行行
なな
っっ

てて
いい
るる
会会
員員
十十
八八
名名
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
でで
すす
。。  

  

以以
前前
、、
杉杉
澤澤
ホホ
ーー
ムム
長長
ささ
んん
がが
勤勤
務務
しし
てて
おお
らら
れれ
たた
老老
人人
福福

祉祉
施施
設設
でで
のの
園園
芸芸
協協
力力
がが
きき
っっ
かか
けけ
でで
現現
在在
にに
至至
っっ
てて
おお
りり

まま
すす
。。
福福
音音
のの
園園
でで
はは
、、
開開
園園
当当
初初
よよ
りり
屋屋
上上
活活
動動
広広
場場
のの
花花

壇壇
等等
のの
創創
作作
設設
置置
、、
一一
階階
花花
菜菜
園園
のの
まま
くく
らら
木木
花花
壇壇
やや
園園
芸芸
デデ

ザザ
イイ
ンン
協協
力力
をを
担担
当当
しし
てて
まま
いい
りり
まま
しし
たた
。。  

  

ここ
のの
度度
、、
来来
るる
七七
月月
二二
十十
日日
、、
愛愛
知知
県県
でで
開開
催催
中中
のの
『『
愛愛
・・

地地
球球
博博
（（
瀬瀬
戸戸
会会
場場
））
』』
にに
てて
、、
福福
音音
のの
園園
でで
のの
園園
芸芸
活活
動動
事事

例例
をを
紹紹
介介
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
くく
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

  
活活
動動
をを
始始
めめ
てて
八八
ヶヶ
月月
がが
経経
過過
いい
たた
しし
まま
しし
たた
。。
初初
めめ
てて
のの

園園
芸芸
活活
動動
はは
押押
しし
花花
でで
おお
部部
屋屋
のの
ネネ
ーー
ムム
ププ
レレ
ーー
トト
作作
りり
。。
最最

初初
はは
不不
安安
げげ
だだ
っっ
たた
方方
のの
、、
作作
品品
をを
作作
りり
終終
ええ
たた
時時
のの
笑笑
顔顔
。。

アア
ママ
リリ
リリ
スス
球球
根根
のの
カカ
ララ
ーー
ササ
ンン
ドド
植植
ええ
でで
はは
、、
おお
布布
団団
のの
中中

でで
育育
てて
てて
くく
れれ
よよ
うう
とと
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
ジジ
ャャ
ガガ
イイ
モモ
のの
植植
ええ
付付

けけ
でで
はは
、、
見見
事事
なな
畝畝
づづ
くく
りり
にに
はは
感感
服服
のの
至至
りり
でで
すす
。。
暑暑
いい
中中

黙黙
々々
とと
草草
むむ
しし
りり
をを
しし
てて
いい
るる
姿姿
、、
頭頭
がが
下下
がが
りり
まま
すす
。。
たた
たた

きき
染染
めめ
葉葉
書書
作作
りり
でで
はは
、、
おお
風風
呂呂
のの
時時
間間
なな
のの
にに
続続
けけ
てて
くく
れれ

まま
しし
たた
。。
アア
ジジ
ササ
イイ
ちち
ぎぎ
りり
絵絵
うう
ちち
わわ
作作
りり
でで
はは
、、
飾飾
りり
終終
ええ

たた
時時
のの
歓歓
声声
。。
時時
間間
のの
許許
すす
限限
りり
、、
皆皆
ささ
んん
のの
笑笑
顔顔
やや
笑笑
いい
声声

をを
伝伝
ええ
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

  

杉杉
澤澤
ホホ
ーー
ムム
長長
ささ
んん
をを
はは
じじ
めめ
、、
スス
タタ
ッッ
フフ
のの
皆皆
ささ
んん
、、
そそ

しし
てて
何何
よよ
りり
園園
のの
皆皆
ささ
んん
にに
支支
ええ
らら
れれ
てて
ここ
れれ
まま
でで
活活
動動
をを

続続
けけ
てて
くく
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
しし
たた
。。
皆皆
ささ
んん
、、
ここ
れれ
かか
らら
もも
どど

うう
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。  

ごご
家家
族族
のの
声声  

  
  

仙仙
台台
――
川川
越越
間間
のの
心心
のの
絵絵
葉葉
書書
便便
りり  

  

「「
おお
かか
ああ
ささ
んん
、、
ここ
んん
にに
ちち
はは
！！  

おお
元元
気気
でで
すす
かか
」」
でで
始始

まま
るる
私私
のの
絵絵
葉葉
書書
便便
りり
もも
二二
十十
七七
通通
をを
数数
ええ
まま
しし
たた
。。
仙仙
台台
――

川川
越越
間間
のの
心心
のの
おお
便便
りり
でで
すす
。。  

  

私私
たた
ちち
のの
母母
（（
九九
十十
五五
才才
））
がが
昨昨
年年
十十
月月
よよ
りり
兄兄
夫夫
婦婦
のの
計計

らら
いい
でで
「「
福福
音音
のの
園園
・・
川川
越越
」」
でで
おお
世世
話話
にに
なな
りり
はは
じじ
めめ
、、
妹妹

とと
訪訪
問問
しし
てて
以以
来来
続続
けけ
てて
いい
るる
習習
慣慣
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

  

ホホ
ーー
ムム
はは
、、
静静
かか
なな
環環
境境
、、
清清
潔潔
なな
広広
々々
とと
しし
たた
施施
設設
、、
行行

きき
届届
いい
たた
職職
員員
のの
介介
護護
、、
心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
おお
食食
事事
とと
いい
ずず
れれ
にに

もも
深深
いい
感感
銘銘
をを
受受
けけ
まま
しし
たた
。。  

  

私私
はは
、、
在在
仙仙
時時
代代
のの
長長
かか
っっ
たた
母母
のの
好好
みみ
をを
思思
いい
出出
しし
なな
がが

らら
葉葉
書書
をを
出出
しし
てて
いい
まま
すす
がが
、、
思思
いい
がが
けけ
なな
くく
母母
かか
らら
返返
事事
がが

来来
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
、、
九九
通通
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
回回
をを
重重
ねね
るる
毎毎
にに

文文
字字
もも
文文
章章
もも
しし
っっ
かか
りり
とと
しし
てて
、、
布布
のの
貼貼
りり
絵絵
、、
草草
花花
のの
たた

たた
きき
染染
めめ
なな
どど
私私
にに
もも
楽楽
しし
みみ
のの
一一
つつ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

日日
常常
のの
様様
々々
なな
心心
遣遣
いい
がが
母母
をを
ここ
ここ
まま
でで
元元
気気
にに
しし
てて
下下
ささ

っっ
たた
のの
でで
すす
ねね
。。
個個
人人
のの
尊尊
厳厳
をを
重重
んん
ずず
るる
とと
いい
うう
方方
針針
にに
賛賛

同同
しし
、、
心心
かか
らら
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
でで
すす
。。
（（
ＳＳ
・・
ＡＡ
））  

  

生生
きき
がが
いい
活活
動動
報報
告告  

心心
のの
ケケ
アア
――
「「
聖聖
書書
のの
時時
間間
」」
スス
タタ
ーー
トト  

  

地地
域域
のの
皆皆
ささ
まま
のの
協協
力力
にに
よよ
りり
、、
ピピ
アア
ノノ
のの
会会((

火火
曜曜))

、、
園園

芸芸
療療
法法((

水水
曜曜))

、、
音音
楽楽
療療
法法((

土土
曜曜))

、、
民民
謡謡
のの
会会((

日日
曜曜))

をを
、、

生生
きき
がが
いい
活活
動動
日日
課課
とと
しし
てて
毎毎
週週
なな
いい
しし
隔隔
週週
毎毎
にに
行行
なな
っっ

てて
まま
いい
りり
まま
しし
たた
。。
いい
よよ
いい
よよ
今今
月月
よよ
りり
、、
熟熟
練練
牧牧
師師
にに
よよ
るる

「「
聖聖
書書
のの
時時
間間
」」
をを
開開
始始
いい
たた
しし
まま
すす
。。
人人
生生
のの
最最
晩晩
年年
をを
尊尊

厳厳
とと
喜喜
びび
をを
持持
っっ
てて
生生
活活
しし
てて
いい
たた
だだ
くく
希希
望望
へへ
のの
支支
援援
ササ

ーー
ビビ
スス
とと
しし
てて
、、
しし
かか
しし
押押
しし
付付
けけ
にに
なな
らら
なな
いい
よよ
うう
配配
慮慮
しし

つつ
つつ
おお
手手
伝伝
いい
しし
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。（（
ホホ
ーー
ムム
長長
・・
杉杉
澤澤
卓卓
巳巳
））  


